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2016年度SIPS
 第2回金流商流情報連携タスクフォース議事録(案)




　

国連CEFACT日本委員会
一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会

1． 開催日時　：　2016年9月8日（木）  14:00～16:30
２．開催場所　：　機械振興会館　6階　6-62会議室　
３．出 席 者　： （順不同・敬称略） 

幹事会員
       遠城　秀和
NTTデータシステム技術株式会社
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日本銀行金融研究所（TC68）
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一般社団法人ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ情報基盤研究会

出席者21名
４．議事概要　
　2016年度第2回金流商流情報連携タスクフォースは、遠城委員長の進行にて以下の議事を実施した。（資料：金流商流2016-2-01）
開会にあたり参加者の自己紹介が行われた。
４－１．第1回金流商流情報連携タスクフォース議事録確認
・事務局菅又より前回の議事録の概要説明があった。（資料：金流商流2016-2-02）
　・内容に関して異議はなかった。
４－２．金流商流情報連携基盤進捗状況
　事務局菅又より、8月4日に経済産業省で開催された「金融EDIにおける商流情報

等のあり方検討会議」の内容に関する報告が２件あった。
（1） 金融高度化のためのXML電文移行情報項目摺合わせ（資料：金流商流2016-2-03）

　・SIPSからの提言として事務局菅又から以下の説明があった。

　・商流情報（国連CEFACT標準）を金融振込情報にどのように埋め込むかの議論を行っている。

　・埋込みにおける考慮点として流通システム開発センターの提言は、埋込み方式の検討、商流情報項目摺合わせ、商流情報項目仕様の維持管理体制の3点である。

　・商流情報項目の摺合わせでは、SIPS提言の検討が行われた。企業タイプ分類や取引パターンなどである。
（２）金融EDIにおける商流情報連携の検討（資料：金流商流2016-2-04）

  ・坂本委員から流通システム開発センターの提言として以下の説明があった。
　・「EDI情報欄」の記載領域では、140桁の使い方およびXMLスキーマ直接挿入などについて整理が必要なこと。

　・「EDI情報欄」仕様に関する半永久的な維持管理が必要であること。
　・普及推進のための提言など。
【質疑および意見】
◆（菅又）今回の検討会議の内容は公開されるのでしょうか？

⇒中小企業庁のHPに掲載されます。参加委員には議事録を配布します。（大脇）

◆（斉藤考）SIPS資料のスライド８の単純取引パターンで、EDI活用企業同士の欄で『振込時点で商取引明細情報を交換する必要はない』とあるが、（私は）やってもらいたいという意見だ。
⇒その前提をどう考えるかによる。上流工程からチェックしてきているのなら、この時点での明細はいらないという意味です。（菅又）

◆（伊藤）同じスライドのところでコメントします。表の右下の部分、EDI途上企業同士の組み合わせでEDIをやっていない企業は、切り捨てないで貰いたい。潜在的なニーズはここが一番あるのではないか。是非重要なところなのでEDI化推進の議論を進めて貰いたい。
⇒議論から外しているわけではない。システム化ができている企業でないと活用できない、という意味です。（坂本委員）
⇒戦略的に考えて行かなければならないところと思う。ネガティブな表現で無いようにします。（菅又）

◆（高橋）中小企業の取引のIT化を促進するための実証を行う。（席上配布：９月８日付け日刊工業新聞、および配布資料）
　・受発注業務のIT化で中小企業の生産性を引き上げる

　・業種の垣根を越えたデータ連携プラットフォームが必要

　・データ連携サービスプロバイダーが共通システムを普及

　・2016年度第2次補正予算案にもITの集中的な導入支援を盛り込んでいる。
　・実証では5～10程度のモデル（プロジェクト）で効果を検証したい。

　・2020年にはISDNサービスが終了するため、これを機に共通システムの普及を加速させたい。
　
４－３．貿易運輸における経費精算の効率化の調査研究
　当タスクフォースにおける今年度の活動を行うにあたり、これまでの活動内容について振り返りの報告が貴田委員からあった。（資料：金流商流2016-2-05）
　・荷主企業へのヒアリングにより現行の請求・仕訳処理の課題（課題１～課題４）が

浮き彫りになっている。

　・この課題に対するサービスの仮説を検証した。特に課題３の入金時消し込み作業の

負担軽減が求められている。請求処理のあるべき姿と課題の解消案を検討していく。

・銀行界におけるXML／拡張EDIとの連携によって将来的にフォワーダーの課題3
　が解決される可能性について次回に向けた検討としたい。
【補足説明】
　金流商流情報連携タスクフォースの今年度テーマは、１．金融EDIの基盤構築　２．国際標準化の推進　３．情報の利活用分野の調査　である（第1回議事録参照）。貴田委員の報告は、この３．の調査の一環であるが、今日の報告を聞くと情報基盤構築との関連も出てきているように思う。（事務局菅又）

（休憩）
４－４．FinTechへのアプローチ（金融JITについて）
　「中小企業のフィンテック～金融JITの実現～」と題する発表が松島桂樹氏よりあった。（資料：金流商流2016-2-06）

　・クラウドサービス推進機構（一般社団法人）は中小企業のクラウド化を推進

　・CCC（キャッシュ・コンバージョン・サイクル）から始まり今のフィンテックに

なっている。中小企業の資金管理はCCCで見ていくアプローチなど。
　・JIT生産システムと金融JITシステムの比較と特徴
　・フィンテックは中小企業にとって役に立つ。そのためには次の課題解消が必要だ。①クレジットカード決済の支援　②法人用ネット口座の無料化　③支払いの即日化　④法人番号活用による金融データ連携（フィンテックサービス）など。
４－５．キャッシュ・コンバージョン・サイクルについて

　「キャッシュ・コンバージョン・サイクル～金融EDIの活用検討～」（資料：金流商流2016-2-07）に基づき以下の説明が事務局菅又よりあった。
　・金融EDI商流情報と社内情報を併せてCCCの代替指標にできないか、というのが考え方で仮にSIPS-CCCと呼ぶ。

　・スコープは自社の経営改善、サプライチェーンの改善など

　・使い方はトレンドによる早期課題発見、BS/PLによるCCCと比較分析など

　・2015年3月に行った商流情報による分析事例の説明
　・どうすれば企業が認め金融機関が認めるような指標が作れるのか、今後NTTデー

タと一緒に進めたい。
【質疑】

◆（高橋）日本とアメリカでCCCが20日も違うという原因は何ですか？

⇒日本は手形など支払いサイトが長いのが原因ではないか。

⇒CCCが40日とか60日とか出ているが、実際の支払い期間は90日などもっと長いのが現実。売掛と買掛の日数を相殺しているのでこの数字になっている。また、VMIということで工場の側まで持ってきているということも影響している。（松島）

◆（斉藤考）今後は分科会を開いて推進したい。
（４－４の追記）

松島氏から追加の説明があった。

資料：金流商流2016-2-06のスライド番号34のビジネスプラットフォームに関して、このサイクルを利用してまとめて納入するシステムがある。SAP Ariba（クラウド）を実際に活用している会社にNTTデータがあり、うまく活用しているようだ。
５．次回のタスクフォース開催日程
次回第３回金流商流情報連携タスクフォースの開催は以下の予定です。
　期日：2016年11月18日（金）14時‐17時

　場所：機械振興会館　6階6D-2会議室
以上
　
配布資料一覧：

金流商流2016-2-01　第2回金流商流情報連携TF議事次第

金流商流2016-2-02　第1回金流商流情報連携TF議事録

金流商流2016-2-03　XML電文移行：情報項目摺合わせ（SIPS）

金流商流2016-2-04　EDI情報欄の標準化（DSRI）

金流商流2016-2-05　貿易運輸における経費精算の効率化の調査研究

金流商流2016-2-06　金融JIT

金流商流2016-2-07　SIPSキャッシュ・コンバージョン・サイクル
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